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月
日 日　月 日　月 日　　月 日　月 日　月 日　月

過経 日々前術手
間時院入 ( 　　　：　　　 )

日前術手 ）前術（日当 ）後術（日当
間時室帰 ( 　　　：　　　 )

目日１後術 目日２後術 目日３後術

標目
るれらけ受が術手で態状たし定安に共身心○ いなが血出のらかンーレド○ るきでが行歩でまレイト内室○ るきでが行歩内棟○ いなが候徴染感○

）目日５～３（るあがスガ排○

検
査

了完で来外は査検前術 ）ルブターポ（ＰＸ部腹胸□
査検液血□

）で科線射放（ＰＸ部腹胸□
査検液血□

食
事

食示指 食絶後食夕
可でま前眠は分水

食飲絶 食飲絶 食飲絶 食飲絶

観
察

・

処
置

温体

拍脈

圧血

便排

要不は毛剃
置処臍□

着装、後入記ドンバムーネ□
　腸浣ンリセリグ□ lm021
置留胱膀てに室術手□ ﾙﾃｰﾃｶ 入挿
入挿管胃てに室術手□

音吸呼

動んぜ腸

スガ排

OpS 2

量ンーレド右

量ンーレド左

痛疼

血出

量尿
６素酸□ %04L 　 らか時了終術手

記転に表察観過経□

６素酸□ %04L 　8： 00 でま
去抜管胃□ ( 医治主 )
理管創□

）去除ゼーガ、後創検（理管創□
フオ後了終酔麻外膜硬□

理管創□
去抜ルテーテカ置留胱膀□
去抜ブーュチ酔麻外膜硬□

（去抜ンーレド□ 3～5 ）目日

注
射
・
内
服

薬服内前眠□
錠２　ンロベソキラ　

包１　Ｐルーロコグマ□
　水　 lm003 服内で

　( ）後食夕

　Ｆンーィヴ□ lm005
針置留　

　( ）みの術手後午

　食生□ lm001
１　ンリポスンパ　 g
　Ａ１　ネヒルモ酸塩□

　( ）参持室術手

出提ルベラ剤薬□

滴点後術
　Ｆンーィヴ□ lm005 ４×　
　　（量示指　 )h/lm 　( 朝翌 01 ）却返り残ででま時

④　　　③　　　②　　　①　

　食生□ lm001
１　ンリポスンパ　 g

室帰（ 2 ）後間時

Ｔタリソ□ 3　 lm005 ４×　
　　（量示指　 )h/lm

④　　　③　　　②　　　①　

　食生□ lm001
１　ンリポスンパ　 g ）朝（

　食生□ lm001
１　ンリポスンパ　 g ）夕（

Ｔタリソ□ 3　 lm005 ４×　
　 h/lm08

④　　　③　　　②　　　①　

　食生□ lm001
１　ンリポスンパ　 g ）朝（

　食生□ lm001
１　ンリポスンパ　 g ）夕（

出提ルベラ剤薬□

Ｔタリソ□ 3　 lm005 ４×　
　 h/lm08

④　　　③　　　②　　　①　

　食生□ lm001
１　ンリポスンパ　 g ）朝（

　食生□ lm001
１　ンリポスンパ　 g ）夕（

行
動

しな限制 浴入□ 静安上床 可行歩内室
位座垂下

拭清□

可行歩内棟

拭清□

説
明
・
反
応

明説りよ師医
書画計療治院入□

書意同術手□

明説りよ師護看
ていつに活生院入□

前術□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ

りよ師医科酔麻
表診問科酔麻□

りよ師剤薬
導指理管剤薬□

明説りよ師医
ていつに過経の術手□

追
加
・
備
考

トッィデーオ期初□

箋置処要は合場の続継素酸※

策対創褥
策応対落転・倒転

具寝準基□
アリバ
スン

視巡

施実
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名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看ID

目目目目目     標標標標標
○心身共に安定した状態で手術が受けられ、術後合併症をおこすことなく早期に社会復帰できる
○術後、経口摂取が充分できる
○通過障害、逆流症状、ダンピング症状がない
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×
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月
日 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月

過経 目日４ 目日５ 目日６ 目日７ 目日８ 9 目日 01 目日 11 目日 21 目日 31 目日 日院退
（ 41 ～日 12 ）目日

標目
るあで性液漿で量少が液排のンーレド○

るあがスガ排○
るきでが行歩内院○

いなが状症グンピンダ○ るれと分充が取摂口経○

検
査

食
事

分水 lm005 可 始開事食
）入記式術（箋事食要※

度１食割分

観
察

・

処
置

温体

拍脈

圧血

便排

スガ排

動蠕腸

音吸呼

量ンーレド右

量ンーレド左

痛疼

量尿

グンピンダ

理管創□ 理管創□ 理管創□ 鉤抜全□ 去抜針置留□

注
射
・
内
服

Ｔタリソ□ 3　 lm005 ４×　
　 h/lm08 　

④　　　③　　　②　　　①

出提ルベラ剤薬□

Ｔタリソ□ 3　 lm005 ４×　
　 h/lm08

④　　　③　　　②　　　①

Ｔタリソ□ 3　 lm005 ４×　
　 h/lm08

④　　　③　　　②　　　①

Ｔタリソ□ 3　 lm005 ２×　
　

）夕、朝（

□ ﾞｼﾝﾘｼaNｸｯﾛﾝﾘﾟﾊﾍ ２×　
）夕、朝（

Ｔタリソ□ 3　 lm005 ２×　
　

）夕、朝（

□ ﾞｼﾝﾘｼaNｸｯﾛﾝﾘﾟﾊﾍ １×　
）朝（

針抜後点夕□

行
動

浴足、髪洗□
可行歩内院□

拭清□ 可浴入

説
明
・
反
応

）日　月　（明説りよ士養栄
）問訪ドッベ（導指養栄□

：　　～　　：　　
項事示指の師医

　度２、度１食割分　 1S/P ～2

容内導指
□分割 法療事食の度２、度１食
□ 成構品食の度２食割分

例立献□

士養栄理管

明説りよ師医
ていつに果結査検理病□

ていつに療治の後今□

）日　月　（明説りよ士養栄
）室談相養栄（導指養栄□

：　　～　　：　　
項事示指の師医
　度３食割分　 1S/P ～2

容内導指
法療事食の度３食割分□
成構品食の度３食割分□

例立献□

士養栄理管

明説りよ師医
ていつに療治の後院退□

明説りよ師護看
□ の後院退

ていつに活生養療　

約予診受来外□
日　月　　　

方処時院退□
分日）　　（　

追
加
・
備
考

）箋方処要（時要必※
腸浣ンリセリグ□ lm021
ンロベソキラ□

策対創褥

策応対落転・倒転

具寝準基
アリバ
スン

視巡

施実
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目目目目目     標標標標標
○心身共に安定した状態で手術が受けられ、術後合併症をおこすことなく早期に社会復帰できる
○術後、経口摂取が充分できる
○通過障害、逆流症状、ダンピング症状がない
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目目目目目     標標標標標
○心身共に安定した状態で手術が受けられ、術後合併症をおこすことなく早期に社会復帰できる
○術後、経口摂取が充分できる

ID

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 スパルカニリク スパルカニリク スパルカニリク スパルカニリク スパルカニリク

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看

08-C16-208-C16-208-C16-208-C16-208-C16-2

月
日 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月 日　月

過経 51 目日 61 目日 71 目日 81 目日 91 目日 02 目日 12 目日 22 目日 32 目日 42 目日 日院退 ）目日　　　　（
間時院退 ( 　　　：　　　 )

標目

検
査

食
事

観
察

・

処
置

温体

拍脈

圧血

便排

痛疼

グンピンダ

注
射
・
内
服

行
動

可浴入

説
明
・
反
応

追
加
・
備
考

策対創褥

策応対落転・倒転

具寝準基
アリバ
スン

視巡

施実
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